
総務省行政評価局と地方公共団体との「短期交換留学」の取組

総務省行政評価局では、地方公共団体と若手職員を相互に派遣させ、一週間という短期間で業務を経験させる
「短期交換留学」を行っています。地方公共団体職員にとっては、霞が関ならではの業務を体験できるメリットが、
行政評価局職員にとっては、住民に最も近い行政現場での業務を体験できるメリットがあります。
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総務省行政評価局での体験

令和5年度、福井県おおい町及び沖縄県石垣市の職員が当局で一週間の業務体験を行いました。
 職員の関心分野である、国のサイバーセキュリティ対策、自治体DX推進計画に関する取組、子育て支援対策など

について、それぞれの関係府省とヒアリングを行い、幅広い知見を得ることができました。
 行政評価局で行政運営改善調査に従事している職員と、様々な行政上の課題をテーマに、国と地方の行政の現状

について意見交換を行い、交流を図りました。
 総務省が取り組むオフィス改革、公務員の働き方改革、業務見直しについて説明を受けたほか、国立公文書館、

国立印刷局、東京臨海広域防災公園などの施設見学を行い、貴重な学びの機会になりました。

行政評価局職員との意見交換 こども家庭庁ヒアリングの様子 国立印刷局見学



地方公共団体における体験
令和5年度、総務省行政評価局から山形県川西町、富山県射水市、福井県おおい町にそれぞれ職員を派遣し、

一週間の業務体験を行いました。
● 山形県川西町
衛生委員会メンタルヘルス研修、川西ダリヤ園見学、町政策（町有牛制度）研修、総合計画プロジェクト
及び総合戦略研修、地域おこし協力隊との意見交換会、まちづくり課との意見交換会

● 富山県射水市
シロエビ漁体験、JAいずみ野もみ殻循環施設、地域農業について意見交換会、豪雨による災害現場視察、
ニュースポーツ「モルック」体験、射水市長との意見交換会

● 福井県おおい町
大飯原子力防災センター見学、若州一滴文庫見学、エルガイアおおい見学、町職員との意見交換会、地域

おこし協力隊との意見交換会

まちづくり課との意見交換会（川西町） シロエビ漁体験（射水市） 大飯原子力防災センター（おおい町）

総務省行政評価局と地方公共団体との「短期交換留学」の取組

2



総務省行政評価局と地方公共団体との「短期交換留学」の取組

短期交換留学実績（令和元年度から5年度）

● 山形県川西町 ● 福島県西会津町 ● 富山県射水市 ● 福井県おおい町
長野県佐久穂町 ● 三重県志摩市 ● 奈良県川上村 ● 高知県仁淀川町 ● 沖縄県石垣市●

【ポイント】
① 最大1週間（期間は1週間の範囲内でご相談に応じます）と短期間のため、業務負担を最小限

に抑えられます。
② 短期交換留学終了後も、連携関係を継続するよう努めます。
③ 出張旅費は、派遣元が負担します。
④ 短期交換留学期間中の職務専念義務、損害発生時の補償、守秘義務等を定める覚書を、行政

評価局総務課長と地方公共団体担当課長との間で取り交わします。
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短期交換留学について、興味・関心を持たれた方はお気軽にお問い合わせください。
【連絡先】

総務省行政評価局 総務課 地方業務室 担当：宮澤（みやざわ）、市田（いちだ）、小島（こじま）
電話：03-5253-5413（直通）




